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W52a ASTRO-H搭載 硬X線望遠鏡 (HXT)の環境試験前後での性能評価
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名古屋大学では 2014年打ち上げ予定の次期X線天文衛星ASTRO-Hに搭載する硬X線望遠鏡 (HXT)の開発、
製作を行っている。HXTはASTRO-Hに 2台搭載予定の多重薄板型のX線望遠鏡で、1台につき 1278枚の反射
鏡を使用する。2010年 7月から反射鏡の大量生産を始め、2012年 4月に 1台目 (HXT-1)の望遠鏡部分の完成に
至った。HXT-1に対しては 2012年 5月、7月、11月に大型放射光施設 Spring8でのX線照射実験を行っている。
5月の実験では、X線望遠鏡の光学調整を行った。その後迷光を防ぐためのプレコリメーターを搭載し、7月に性
能測定実験を行った。その後環境試験を行い 11月の実験でHXT-1の最終的な性能測定実験を行った。
HXTの性能を求めるのには主に HPD(Half Power Diameter)、有効面積の 2つの指標を用ている。HXTの

HPDの要求値は 1.7分角以下、有効面積の要求値は 1台あたり 30keVで 150cm2以上、50keVで 55cm2以上で
ある。7月の測定では HPDは 1.90分角、有効面積は 30keVで 187.5cm2、50keVで 92.7cm2という結果を得て
いる。
本講演では HPDと有効面積の測定方法と結果、振動試験前後での 7月の結果からの変化について報告、議論

する。


